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調査の概要

調査⽬的
オンライン授業に対する経営学部⽣の実態を把握し、
秋学期以降の学部運営およびオンライン授業設計に活⽤する

調査時期 /⼿法 2020年7⽉14⽇（⽕）〜23⽇（⽊） WEBアンケート調査

調査主体 データアナリティクスラボ（電通育英会寄附型研究プロジェクト）

調査対象者 2020年度経営学部新⼊⽣および新２年⽣

調査回答者
・１年⽣：341名（有効回答率89.3%）
・２年⽣：286名（有効回答率97.6%）※BL2受講⽣293名を対象

調査項⽬
・春学期オンライン授業に対する満⾜度、学習環境、授業評価など
・秋学期オンライン授業に対する意向度など
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調査結果のサマリ

n 「双⽅向型授業に対する満⾜度は⾼い」⼀⽅、
「⼀⽅向型授業や課題のみの授業に対する満⾜度はやや低い」傾向

n 双⽅向型科⽬「BLP」の教育効果は対⾯授業（昨年）より⾼い
n グループワークや⼈間関係に関する不安は⼊学時から減少している
不安軽減には上級⽣メンターによる個別⽀援が効果的

春
学
期
の
振
り
返
り

n ⼩規模型・双⽅向型授業は対⾯授業を希望する割合が⾼い⼀⽅、
⼤規模型・⼀⽅向型授業はオンライン継続を望む割合が⾼い

n 授業内で質問しやすさ/インタラクティブ性を⾼める⼯夫が必要
（⼤規模授業における学⽣アシスタントの体制強化など）

n 学⽣に対する授業外の個別⽀援をいかに継続していくかを検討中

秋
学
期
に
向
け
て



１. 春学期オンライン授業の振り返り



授業形態別に⾒たオンライン授業満⾜度
各授業形態に対する満⾜度

満⾜層「⾮常に満⾜」〜「やや満⾜」合計／中⽴層「どちらとも⾔えない」／不満層「⾮常に不満」〜「やや不満」合計

73.9%

59.4%

35.2%

49.7%

42.9%

51.1%

22.0%

27.2%

11.7%

18.7%

18.6%

24.1%

17.4%

23.1%

17.7%

18.4%

14.3%

21.8%

47.2%

25.8%

39.7%

25.7%

60.3%

54.6%

満⾜層 中⽴層 不満層

双⽅向のリアルタイム・対話形式の授業

⼀⽅向のリアルタイム動画配信形式の授業

⼀⽅向の録画動画配信形式の授業

課題のみを提⽰する形式の授業

新⼊⽣（n=341）

２年⽣（n=286）



双⽅向・対話型科⽬「BLP」のオンライン授業満⾜度

BL0

n=381

92.0%

95.8%

89.8%

93.1%

昨年

3.8 pts UP

「この授業を受けて満⾜した」（5件法）「あてはまる」「ややあてはまる」回答割合

n=375 今年 昨年 今年 n=275n=229

3.3 pts UP

双⽅向・対話型科⽬のオンライン授業満⾜度は昨年の対⾯授業を上回る

BL2



双⽅向・対話型科⽬「BLP」のオンライン授業の教育効果

対⾯授業で⾏った昨年よりも、
学習⽬標（リーダーシップ３要素に対する理解度）の到達度は⾼い

リーダーシップ三要素とは何かを記述しなさい（記述形式）

74.7 %

全問正解 全問正解

昨年 今年

81.2 %
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新⼊⽣の⼤学⽣活不安の変化（⼊学時→現在）
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75.1%
77.0% 76.2%

53.4%
51.5%

71.7%
67.9%

38.6%

68.3%

74.6%

69.1%

42.7%

24.5%

65.8% 64.8%

43.2%

⼊学時 春学期終了時「あてはまる」「ややあてはまる」割合合計

グループワーク/コミュニケーション
不安は⼤幅に減少。⼀⽅，健康不安は
やや⾼まる傾向に。
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メンターによる受講⽣の個別⽀援
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81.6%

64.3%
61.6%

45.9%

35.7%

29.6% 28.3%
26.1%

1.1%

メンターが関わってくれたおかげで、あなた⾃⾝が助かったと思うのはどのような点か。「あてはまる」回答割合

約３⼈に２⼈の新⼊⽣が、
「メンターのおかげで⼤学⽣活の不安が軽減した」
と回答



２. 秋学期オンライン授業に向けて



授業形態別に⾒た秋学期オンライン継続に対する意向度（新⼊⽣）
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20.5%
26.1%

49.9%

68.0%
58.7%

37.8%

61.0%19.9%

24.6%

21.4%

14.7%

19.9%

21.7%

21.1%

33.4%

31.4%

13.2%

5.3% 9.7%

17.9%

5.3%26.1%
17.9% 15.5% 12.0% 11.7%

22.6%
12.6%

オンライン希望

どちらかと⾔えばオンライン希望

どちらかと⾔えばオフライン希望

オフライン希望
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授業形態別に⾒た秋学期オンライン継続に対する意向度

16.1%
21.0%

43.4%

53.5%
44.8%

30.1%

53.1%
57.0%

14.7%

22.4%

18.2%

19.9%

23.1%

22.0%

18.9%
16.1%

25.9%

26.2%

16.8%

10.1%
15.0%

24.5%

11.9% 8.4%43.4%

30.4%
21.7%

16.4% 17.1%
23.4%

16.1% 18.5%

オンライン希望

どちらかと⾔えばオンライン希望

どちらかと⾔えばオフライン希望

オフライン希望
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要注⼒項⽬
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新⼊⽣のオンライン授業に対する前向きな意向を⾼めるには？

授業に集中できた

リラックスして授業
に参加できた学ぶ意欲がかき⽴てられた

インタラクティブに学べた

授業時間中にわからないこ
とを質問しやすかった

課題が多くて、ついて
いけるか不安を感じた

⾃分のペースで学習す
ることができた

受講に⽀障をきたすほど⾃
宅の通信状態が悪かった

⾃宅に落ち着いて学習で
きる環境がなかった

オンラインでもグループワー
クを効率的に進められた

オンラインでも友達を作る
ことはできると感じた

⼈との繋がりがなく、孤
独を感じることがあった

⾝体の疲れを感じる
ことがよくあった

精神の疲れ感じること
がよくあった

オンライン授業に伴う⼤学の対
応・サポートには満⾜している
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要改善項⽬

オ
ン
ラ
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ン
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意
向
と
の
関
連︵
相
関
係
数
︶

質問のしやすさ
インタラクティブ性

・質問しやすさ/インタラクティブ性
を⾼める授業設計が必要

・課題の量を抑える
・⼈間関係を形成できる場を設ける

＋

−

該当率（「あてはまる」「ややあてはまる」回答者の合計） 高低
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２年⽣のオンライン授業に対する前向きな意向を⾼めるには？

要改善項⽬

該当率（「あてはまる」「ややあてはまる」回答者の合計）

要継続項⽬

・課題の量を抑える
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数
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＋

−

高低
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オンライン授業の教育効果を⾼める打ち⼿（BLP分析結果より）

教
室
外

対話型授業

メンターによる
学習活動⽀援

⽣産的な
グループワーク

個⼈による
授業外学習

教室内だけでなく、教室外を含めた受講⽣の学習活動全般に対する⽀援が重要

教員：クラス全体の雰囲気づくり
SA：受講⽣への個別フィードバック

授業課題の復習や発展的な学習
グループワークの事前準備

メリハリの効いたグループワーク

授業フォローだけでなく、
孤独感・⼤学⽣活不安をケア

教
室
内


